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13. DNAにイ ンターカ レイ 上した色素 のホールバ ーニ ング

遠 山 喜 克

色素メチ レン ･ブルーは､DNAの二重 らせん中に入 り込み､塩基と水素結合で

強 く結ひっく くインターカレー ト)と知 られている｡このDNA中にインターカ

レー トした色素に対 して､低温で､ホールバニンク分光法を用い､そg)求-,rL形

状､ホールフィリング､ホー ル面積の温度依存性なとを調べ た｡ また､同様の実

験をこの色素をJポ リビニルアルコール 中に トーフした試料;'=対しても行った｡

これ らlT)結果の鰭似点､相違点は､ TLS IL･̂･-rJ - i ･さ.I,･.･･･e｣_ S.}-S 上 .1m

S ノモ テ タレによって説 明 することかできた｡

これ::より､亡工.～-AJ二ノ勃釦 ●善韓か督られるかとう7.,儲 へたO

14. Ni化合物における電子相関

高 橋 学

3d遷移金属化合物は､電子的､磁気的にみて実 に様々な性質を しめ し､大

変興味深い系であ る｡これ らの遷移金属化合物 は､バン ド理論か らの予測 に反

し､それ らのほ とん どは絶縁体である｡現在では この系の絶縁体 は 2つのタ

イプに分け られ ることがわか っている. 1つのタイプはMott-Ⅱubbard型の

絶縁体で もう1つのタイプは電荷移動型 の絶縁体である｡ 電荷移動型 の範団

内で､電荷移動 エネルギーが下が って くると､系は電荷移動型の絶縁体か ら､

p-i.ypeの金属 に変る｡またNiSは金属-非金属転移を起 こす電荷移動型の物

質であるが､金属状態 と非金属状態でⅩPSのスペク トルに変化が見 られない｡

そこで これ らの物質の結晶構造を反映 した､簡単な 1次元のモデルをたてて､

電荷移動エネルギーを変えていった とき､系の基底状態が どのように変化 して

い くか､また光電子分光の●スペク トルが どのよ うに変化 してい くかを調べた｡
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